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前回（昨年）のお話

•これからの社会でもとめられること

•いまの子どもたちを取り巻く状況（課題など）

•「令和の日本型教育」の概要

•かわる学校での学び

• ESD（持続可能な社会をつくるための教育）
/SDGsの観点から



今回のお話

•おさらい「令和の日本型教育」

•教育振興基本計画（23年6月～）

•宇宙教育、宇宙少年団活動の観点から

•まとめ～ポストコロナの活動

















教育振興基本計画まとめてみると

• 「持続可能な社会の創り手の育成」「日本社会に根差し
たウェルビーイングの向上」

• 持続可能性、強靱さ（レジリエンス）を備えた社会を構
築する

• 1）現時点で予測される社会の課題や変化に対応する視点、
2）予測できない未来に向けて自ら社会をつくり出す視点

• デジタル人材とグリーン（脱酸素）人材

• 誰一人取り残すことなく、誰もがいきいきとした人生を
享受できる共生社会の実現

• 主体性、リーダーシップ、創造力、課題設定・解決能力、
論理的思考力、表現力、チームワーク →多様な価値
観に基づいて地球規模課題の解決等を牽引する人



宇宙教育、宇宙少年団活動の
観点から
• 日頃の活動を通して、楽しみながら仲間、大人達とともに培う …
「宇宙」をフィールドに、学校とは異なる学び、育ちの機会

• 問題、課題 →やりたいことを発見し、それを整理……解決可能（不可能なも
のも）な具体問題に小分けにし、

• 見通し……解決方法、期間、人手、資金、資材……をもち、

• 実際に問題解決の過程のいずれかに関わり、

• 一つずつ問題解決し、

• よりよい状況をつくり出す。、、やって良かった！→次のやりたいこと（夢、
希望、自ら見つけた課題…）につなげる。

• 自分で見つけ、感じ取り……よく考え、試行錯誤、工夫して取り組む

→リーダーは機会提供し、ファシリテートし…先達として見守り、話を
聞き、つなげ、試行錯誤→実現を支える

「宇宙」→まだ明らかでないこと・できないことへのチャレンジの歴史



義務教育の動向を踏まえて
まとめ
•ポストコロナの学び、活動を見据えて

• 個別最適な学び、協働的な学び

• 体験し実感ある学び、個に応じた深める学び

• 一人一人の「学びたい」「やってみたい」「かかわ
りたい」…を大切に

• さらに「その先」の取り組み、学びへつなげる

• ともに取り組む仲間を日本、世界へ広げる

• →NextGIGAをにらみながら、リアル/オンラインの
相互補完


